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The Japanese School in Perth 

Behaviour Management Policy 和訳 

 
はじめに 

 パース日本人学校は、すべての児童・生徒のために、協力的で、建設的な、安全な学習環

境を確保することを約束します。安全な学習環境と職場環境を確保するために、当校は

National Principles of Child Safe Organisations「子どもの安全を守る為の１０の原則」を実施

し、「Child Safe Organisation」の枠組みを遵守している。 

 児童・生徒をサポートし、安全な環境を確保するために不可欠なことは、本校が適切であ

る/適切ではないと考える行動について、児童・生徒に明確な手引きを提供することであ

る。学校は常に、優しく毅然とした態度で、児童生徒を適切な行動に導くように努めてい

る。適切な行動とは、以下の WA 教育省が定義する「positive behaviour」（積極的な行動）

と一致することも考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 このポリシーは、不適切な行動に対して学校がどのように対処するかを明確にしたガイド

ラインを示す。Non-Government Schools, Management of Students' Behaviour Standard (Standard 

12)および WA School Education Act 1999 (s.159) に明記しているように、本校はいかなる形態

の児童虐待、体罰、その他品位を傷つけるような罰も明確に禁じている（付録３参照）。 

本校の Codes of Conduct（行動規範） 

 当校の行動規範である「JSP Student Code of Conduct」・「JSP Community Code of 

Conduct」・「JSP Staff Code of Conduct」には、パース日本人学校が期待される行動、または

その中核となる価値観である礼儀、誠実さ、責任感、公正さ、寛容、忍耐（勤勉さ）、尊敬

の念が述べられている。 

 
 

学校コミュニティーの期待や価値観に照らして、（positive behaviour とは）児

童・生徒が次のような能力と能力を持つこと： 

• 大人や仲間との建設的なつながりを築くことができる。 

• 他者に共感し、人間関係を理解する。 

• 自分の感情を認識し、コントロールする。 

• 責任ある決断をする。 

• 他者と建設的に協働する 

• 困難な状況に建設的に対処する。 
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ポジティブ‐建設で健康な学校コミュニティーへ 

 安全で協力的な学習環境の構築は、学校コミュニティーのメンバー全員が共有すべき責任

であると考える。以下は、ポジティブな学校文化を構築するために、学校コミュニティのそ

れぞれのメンバーの役割を明確にしている。児童・生徒の行動の管理は児童・生徒のウェル

ビーイング（健康）の全体像の一部である。 

学校 

• 以下のような学校文化を作り出す： 

- 児童・生徒が歓迎され、安全で帰属感が持てる。 

- 児童・生徒一人一人が自分の長所や才能が理解され、大切にされ、育まれていると

感じる。 

- 児童・生徒が、自分に影響のある決定に対して発言ができる。 

- 自分の行動や言動に責任を持つことが学べる。 

- 学習者としての強い目的意識を持ち、より広い学校のコミュニティーとのつながり

を感じる。 

- 障がいの現れとしての行動によって差別されない。 

- 障がいを理由に差別されない。 

• 児童・生徒一人一人のニーズに合った適切なカリキュラムを合理的な範囲で提供す

る。 

• 児童・生徒が学習の成功に導けるよう支援する。 

• 公平で、なおかつ明確で一貫して適用される、理解しやすい少数の規則を維持する

（付録 2「生活の決まり」参照）。 

• 保護者と協力し、学校での児童・生徒の行動基準（適切・適切ではない）を共有で

きるようにする。 

•  児童・生徒の安全と健康を守るように職員研修を行い、さらにポジティブな学習環

境を作る。 

• 児童・生徒が自己規律、自尊心、コミュニケーション能力、紛争解決能力を身につ

けるための方策を提供する。 

• 適切な行動や成果を認め、声をかける。     

生徒 

• JSP Student Code of Conduct（生徒行動規範）と校則（「生活の決まり」など）に関す

る話し合いに積極的に参加する。 

• 自分の行動に責任を持ち、Student Code of Conduct に記載されている価値観や原則に

従って行動すること。 

• 「生活の決まり」を守る。（付録２参照） 

• どんないじめであっても、絶対にいじめをしない。 

• 対人関係の問題を効果的な対話能力や技術を活かして、解決に努める。 
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教員 

• 安全で効率的な学習教室環境を育てる。 

• あたたかい人間関係を育む学級運営を行う。 

• 一人一人が学べる権利を守る。 

• 本校の Staff Code of Conduct（職員行動規範）を遵守し、児童・生徒の模範となる。 

• 教室内およびすべての学校行事において、話し合い、協力、平和的な問題解決を奨

励する。 

• 学校が考える「適切な行動」と「不適切な行動」に関して、児童・生徒に指導を行

う。 

• Student Code of Conduct （生徒行動規範）と校則について、児童・生徒が明確に理解

できるような機会を提供する。 

保護者 

• 尊敬と責任ある人間関係に基づき、子ども中心に考える支援的であたたかい学習環

境を育むために、本校と教職員が取り入れている方策を理解する。 

• 本ポリシーと、不適切な行動に対する本校の対応について理解する。学校は、保護

者の本ポリシーや学校のその他のポリシーや手続きについてのフィードバックを歓

迎する。 

• 家庭においても尊敬と責任に基づく行動に励むことで、本校の Community Code of 

Conduct（学校コミュニティー行動規範）と Student Code of Conduct（児童・生徒の

行動規範）に記載されている価値観と原則を支援する。 

• 子どもの行動に変化をもたらすような状況があれば、学校に知らせる。例えば、転

居、友人や家族の死亡や重病、両親の別居や離婚、兄弟の誕生、親の一時的な不

在、投薬、その他子供に深い不安を与えるような重大な出来事があった場合など。 

• 礼儀正しく協力的な行動を奨励し、学校のポリシーと校則（「生活のきまり」）を

支持する責任を、学校と教師と共に共有する。 

• 子どもの行動に関して学校との関わりを求められた場合、学校と関わり、子どもの

不適切な行動に関して学校からなされた勧告提案に応える。 

• 懸念される問題については、進んで学校にフィードバックする。 

実施 

不適切な行為への対処 

 ときには児童・生徒は不適切な行動をすることもある。不適切な行動に対処する際、学校

やスタッフは常に「手続き上の公平性の規則」を遵守する（付録 3 の定義を参照）。つま

り、学校は関係者全員の話を十分に聴き、関係者全員を尊重する環境の中で、中立的を保ち

ながら適切な方法で処理するように努める。 

軽微な不適切行為の場合の対応 

 軽微の不適切な行動とは、学校の通常の教育を妨げるような行動である。例としては、他

の他の児童・生徒の作業や集中の妨げ、不適切な交流ややりとり（意地悪な/失礼な/排除的 
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な行為）などが挙げらる。 

学校の対応は以下を含む： 

- 児童・生徒一人一人の行動や考えが背景を理解できるように、修復的な質問を使っ

て、事件に関わった児童・生徒と個別に話し合う。（付録 3 の定義「修復的アプロ

ーチ」を参照） 

- 問題の解決策について児童・生徒と話し合う。 

- 児童・生徒の興味を引くような課題に向かわせる。 

- 口頭でより良い方向に児童・生徒を導く。 

- 日頃から児童・生徒が積極的で適切な行動を取るよう奨励する。 

- 児童・生徒が、いかなる損害でも修復の責任を負う。 

- 児童・生徒個人の行動記録にその行動を記録する。 

- （問題行動が続く場合）校長や保護者で話し合って、その児童・生徒専用の行動計

画を作成する。専門家と相談することもあるかもしれない。 

重大な不適切行為 

 重大な不適切行為とは、他人に身体的または精神的な傷害を与えたり、財産を破壊したり

するような行為のことである。例えば、攻撃性、短気、暴力、器物損壊、窃盗、著しく不適

切な社会的交流、いじめ、嫌がらせなどが含まれる。 

学校の対応には以下を含む： 

- 児童・生徒全員の安全と健康を確保するために、直ちに介入する。 

- 一人一人の児童・生徒の行動の背景を理解するために、修復的な質問を用いて、事

件に関わった児童・生徒と個別に話し合う。 

- 児童・生徒を集めて起きたことについて話し合い、各生徒がその出来事をどのよう

に解釈したかを認める。 

- 問題を解決するためにはどうしたらよいか、また二度と同じことが起こらないよう

にするためにはどうしたらよいかを児童・生徒と話し合う。 

- 関係した児童・生徒の保護者にできごとと学校の対応を通知する。 

- 生徒の行動が他の生徒の安全を脅かす場合、その生徒を教室から退出させる。 

- 児童・生徒個人の行動記録にその行動を記録する。 

- 保護者に教員と校長との面談に出席するよう要請する。 

- 保護者に専門家の助けを求めるよう助言する。 

- 保護者および専門家と協力して行動計画を立てる。 

 

 なお、重大な不適切行為が繰り返された場合、校長は保護者に退学を要請することがあ

る。 
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Related Policies 
JSP Student Code of Conduct 
JSP Staff Code of Conduct 
JSP Community Code of Conduct 
JSP Anti-Bullying Policy 
 
Relevant Australian Legislation and Resources 
School Education Act 1999 (WA) 
School Education Regulations 2000 
School Curriculum and Standards Authority Act 1997 
Equal Opportunity Act 1984 (WA) 
Disability Discrimination Act 1992 (and the Disability Standards for Education 2005) 
Racial Discrimination Act 1975 
 

National Principles for Child Safe Organisations    

  https://childsafe.humanrights.gov.au/national-principles 

 
Department of Education WA 
The Guide to the Registration Standards and Other Requirements for Non-Government Schools 

January 2024   

  https://www.education.wa.edu.au/standards 

Student Behaviour in Public Schools Procedures V3.1 
  https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/student-behaviour-in-public-schools-procedures 
Student Behaviour in Public Schools Policy V3 
  https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/student-behaviour-in-public-schools-policy 
 
 
 

 
 
Approved 12/12/23 by the Japanese School Council in Perth Board. Next review 12/12/25 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

https://childsafe.humanrights.gov.au/national-principles
https://www.education.wa.edu.au/standards
https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/student-behaviour-in-public-schools-procedures
https://www.education.wa.edu.au/web/policies/-/student-behaviour-in-public-schools-policy
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Appendix 1 
JSP Student Code of Conduct Poster  
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Appendix 2 

パース日本人学校「生活決まり」 
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パース日本人学校「生活決まり」 
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Appendix 3 Definitions 

Bullying and harassment いじめとハラスメント 

基準 10.7 の目的のため、WA 教育省の省長は、「スチューデント・ウェルビーイング・ハ

ブ」（https://studentwellbeinghub.edu.au/）のいじめに関する全国的な定義を採用してい

る。「Bullying No Way24！」(https://bullyingnoway.gov.au/)のウェブサイトに掲載されている

いじめとハラスメントのオーストラリア全国で使われている定義を採用し、どの学校でもこ

れらの定義またはそれに近い定義を採用することを期待する。 

 

• いじめとは、身体的、心理的な危害を与える、言葉による、身体的、社会的な行為

の繰り返しによる、人間関係における権力の継続的な悪用である。いじめは、個人

または集団が、一人または複数の人に対して権力を悪用することである。 

 

• いじめは、対面でもオンラインでも起こりうるし、明白なもの（あからさまなも

の）でも隠れたものでもありうる。どのような形であれ、どのような理由であれ、

いじめは関係者（傍観者を含む）に長期的な影響を及ぼす可能性がある。 

 

• 対人であれオンラインであれ、単発の事件や対等な者同士の対立や喧嘩は、いじめ

とは定義されない。しかし、このような対立には対処し、解決する必要がある。 

 

• ハラスメントとは、アイデンティティ、人種、文化や民族的出自、宗教、身体的特

徴、性別、性的指向、婚姻・家庭（親）・経済的地位、年齢、能力や障がいを理由

に、個人または集団を標的にし、侮辱、屈辱、脅迫、敵対的環境を作り出す行為を

指す。 

 

• ハラスメントは、継続的な行動パターンである場合もあれば、 単発的な行為である

場合もある。無作為に向けられることもあれば、同一人物に向けられることもあ

る。意図的である場合も、意図的でない場合もある（ある人を不快にさせ、苦痛を

与える言動が、それを行った人にとっては、些細なこと、無害なこととして純粋に

受け止められている場合もある）。 

  (The Guide to the Registration Standards and Other Requirements for Non-Government Schools 

January 2024 p. 48) 

Child abuse 幼児虐待 

西オーストラリア州法律において児童虐待が４種類対象となり、Department of Communities 

によって以下のように定義されている。 

1. 身体的虐待は、大人や養育者によって子どもがひどく傷つけられたり、また継続的

に傷つけられたりすること。 

https://studentwellbeinghub.edu.au/
https://bullyingnoway.gov.au/
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2. 性的虐待とは、子どもが年齢や発達段階にふさわしくない性的行為にさらされた

り、それに関与したりすることであり、以下のような状況における性的行為を含

む。 

a) 子どもが賄賂・強制・脅迫・搾取、または暴力の対象となる場合。 

b) 子どもが、その行動に関わる人よりも力が弱い場合。 

c) 子どもと、その行動に関与している他の人との間で、発達機能や成熟度に著

しい格差がある場合。 

3. 情緒的虐待は以下の２種類を含む。 

a) 心理的虐待 

b) 家庭内暴力にさらされること。 

4. ネグレクトとは、子どもが十分な食事をあたえられていない、不適切な住居や医療

処置があたえられていない、適切に管理されて生活ができる状況にいない、適切な

ケアや栄養をあたえられていない、によって子どもの発達が損なわれたり、傷つい

たりすることである。ネグレクトには、急性のもの、一時的なもの、慢性のものが

ある。                            (The Guide p. 54) 

Corporal punishment 体罰 

体罰を、有形力が用いられ、かつ、どんなに軽いものであっても何らかの苦痛または不快感

を引き起こすことを意図した罰と定義する。ほとんどの場合、これは手または道具で子ども

を叩くという形で行なわれる。子どもや他者を危害から守るための合理的な身体拘束は含ま

れない。［国連子どもの権利委員会、一般的意見第 8 号（2006 年）］。    (The Guide p. 5)                                     

Degrading punishment 品位を傷つける罰 

人間の尊厳の尊重と相容れないあらゆる刑罰。体罰や、どもをけなし，辱め，侮辱し，身代

わりに仕立て上げ，脅迫し，こわがらせ，又は笑いものにすることを意図した罰。［国連子

どもの権利委員会一般的意見第 8 号（2006 年）］。                 (The Guide p. 

55)                                                                                                     

Emotional abuse 感情的虐待 

感情的虐待とは、大人が子どもに対して、子どもの感情を感じたり表現したりする能力を傷

つけるような接し方や言葉を繰り返しかけることで、子どもの発達を害すること。 

(The Guide p. 55) 

Psychological abuse 心理的虐待 

子どもの知覚、記憶、自尊心、道徳的発達、知能を傷つけるような接し方や話し方を繰り返

すこと。精神的虐待の一種である。                  (The Guide p. 55) 

Restorative approaches 修復的アプローチ 

修復的アプローチとは、人間関係の構築と回復を決定と行動の中心に据えた、あり

方、考え方、交流の仕方、教え方、学び方である。 
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• 学校環境に共同体感覚を生み出す。 

• 児童・生徒のニーズに応える。 

• あらゆるレベルで、対立を学びの機会としてとらえる。 

• 発生した危害を修復する必要性に焦点を当てる。 

• 共感を育む。 

• 自己規制を強化する。    (Student Behaviour in Public Schools Procedures V3.1) 

Rules of procedural fairness 手続き上の公正に関する規則 

この規則では 

a) 状況に適した審理 

b) 偏見がないこと 

c) 決定を裏付ける証拠 

d) 争点となっている事項の調査                   (The Guide p. 55) 

 

School Community 学校コミュニティー 

学校コミュニティーとは、遠隔地、地方、大都市圏にある学校とその周辺の地域の

人々、団体、組織を示すものである。児童・生徒、家庭、校長、教職員、その他の

学校職員、地域社会のリーダー、地方自治体、非営利団体などが含まれる。 

                     (Student Behaviour in Public Schools Policy V3) 

 
 


